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今
、「
上
人
首
相
」
石
橋
湛
山
の
生
き
方
を
考
え
る

三

　原

　正

　資

　

多
く
の
人
に
と
っ
て
石
橋
湛
山
（
一
八
八
四
─
一
九
七
三
）
は
過
去
の
人
、
忘
れ
ら
れ
た
人
で
す
。
四
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
蓮
宗
と
縁
の
あ
る
自
民
党
国
会
議
員
の
方
々
と
中
川
内
局
と
の
会
合
の
折
り
、
私
は
湛
山
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

一
、
二
の
方
を
除
き
、
ご
存
知
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
湛
山
は
自
民
党
の
源
流
を
つ
く
っ
た
第
五
十
五
代
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
界
の
人
々
も
湛
山
を
知
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
た
ち
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
政
治
家
、
そ
し
て
宗
教

者
で
あ
っ
た
湛
山
に
つ
い
て
は
多
く
を
知
り
ま
せ
ん
。
現
代
宗
教
研
究
所
は
、
私
が
所
長
在
任
中
の
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
度
の

第
四
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議
で
石
橋
湛
山
を
取
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
研
究
所
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
た
ま
た
ま
開
い
た
『
日
蓮
宗
の
近
現
代
』（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所　

一
九
九
六
）
巻
末
の
「
日
蓮
宗
他
教

団
関
係
史
年
表
」
に
は
石
橋
湛
山
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

八
・
二
六　

�

宗
務
総
監
増
田
宣
輪
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
全
権
吉
田
茂
首
相
ら
に
一
路
平
安
・
使
命
達
成
の
祈
禱
札
・
祈

願
文
を
進
呈
す
る

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

一
・
三
一　

吉
田
首
相
、
防
衛
隊
の
新
設
を
言
明

　

等
の
記
述
は
あ
り
ま
す
が
、
湛
山
首
相
就
任
の
記
述
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
現
代
宗
教
研
究
所
が
湛
山
へ
の
関
心
は
な
く
、
評
価
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し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
湛
山
へ
の
関
心
と
評
価
が
あ
れ
ば
、
同
書
の
執
筆
者
の
一
人
と
し
て
昭
和
三
十
年

頃
の
創
価
学
会
の
捉
え
方
も
少
し
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
石
橋
湛
山
の
六
十
五
日
』（
保
阪
正
康　

東
洋
経
済
新
報
社　

二
〇

二
一
）
で
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
じ
時
期
に
、
六
十
五
日
間
と
は
い
え
、
日
蓮
宗
僧
侶
が
一
国
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

湛
山
の
生
き
方
を
よ
く
示
し
た
も
の
が
、
湛
山
の
首
相
就
任
の
際
に
行
わ
れ
た
〈
座
談
会
〉
の
「
史
上
初
の
上
人
首
相
」（『
名
峰
湛

山
』
所
収　

湛
山
会
編　

一
二
三
書
房　

昭
和
三
十
二
年　

こ
の
〈
座
談
会
〉
は
同
三
十
二
年
発
行
『
大
法
輪
』
誌
三
月
号
よ
り
転
載
）

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。
こ
の
〈
座
談
会
〉
は
次
の
よ
う
な
司
会
者
の
こ
と
ば
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

本
日
は
石
橋
学
長
の
首
相
就
任
祝
賀
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
石
橋
先
生
が
首
相
と
し
て
登
場
さ
れ
る
こ
ろ
か
ら
、
神
武
天
皇

以
来
の
景
気
が
お
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
仏
教
の
側
か
ら
い
い
ま
す
と
、
聖
徳
太
子
以
来
仏
教
者
、
僧
籍
を
も
つ
人
が
、
国

の
政
治
を
担
当
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
石
橋
先
生
が
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
千
何
百
年
以
来
の
歴
史
を
も
つ
仏
教
国
と
し

て
は
最
も
待
望
し
た
政
治
家
の
出
現
だ
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
の
仏
教
界
及
び
関
係
者
の
よ
ろ
こ
び
と
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
椎
尾
辨
匡
（
大
正
大
学
学
長
）、
望
月
歓

厚
（
日
蓮
教
学
研
究
所
長
）、
斎
藤
栄
三
郎
（
立
正
大
学
常
務
理
事
）、
坂
本
幸
男
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
長
）、
久
保
田
正
文
（
立
正
大

学
教
授
）、
三
谷
会
祥
（
日
蓮
宗
宗
務
院
庶
務
部
長
）、
江
利
山
義
顕
（
日
蓮
宗
宗
務
院
教
化
部
長
）
の
各
氏
が
「
上
人
首
相
」
誕
生
を
語

る
の
で
す
。

　

こ
の
座
談
会
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
上
人
首
相
」
と
い
う
、
石
橋
湛
山
を
表
現
し
た
言
葉
で
、
私
が
思
い
浮
か
べ
た
の
は
、『
観
心
本

尊
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
一
節
で
す
。

　
　

�

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
こ
の
四
菩
薩
、
折
伏
を
現
ず
る
時
は
、
賢
王
と
成
っ
て
愚
王
を
誡
責
し
、
摂
受
を
行
ず
る
時
は
、
僧
と
成
っ
て

正
法
を
弘
持
す
。（
定
遺
七
一
九
頁
）

　

石
橋
湛
山
記
念
講
堂
の
壇
上
正
面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
釈
迦
牟
尼
仏
の
脇
士
が
、
こ
の
四
菩
薩
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
自
身
そ
の
一
人
で
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あ
る
と
い
う
自
覚
を
秘
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
菩
薩
は
、
王
す
な
わ
ち
政
治
家
の
姿
と
な
る
時
も
あ
り
、
僧
す
な
わ
ち
宗
教
者
の
姿
と
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
上
人
は
僧
侶
の
尊
称
で
あ
り
ま
す
か
ら
、「
上
人
首
相
」
と
は
、
こ
の

『
観
心
本
尊
抄
』
の
一
節
を
、
湛
山
は
体
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
蓮
聖
人
の
理
想
を
実
現
し
た
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　

晩
年
の
日
蓮
聖
人
は
、
他
宗
と
論
争
が
起
こ
ろ
う
と
し
た
と
き
、『
諸
人
御
返
事
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

（
略
）
是
非
を
決
せ
し
め
ば
、
日
本
国
一
同
に
日
蓮
が
弟
子
檀
那
と
為
ら
ん
。
我
弟
子
等
の
出
家
は
主
上
上
皇
の
師
と
為
り
、
在
家

は
左
右
の
臣
下
に
列
な
ら
ん
。
将
た
ま
た
一
閻
浮
提
皆
こ
の
法
門
を
仰
が
ん
。（
定
遺
一
四
七
九
頁
）

　

当
時
の
『
日
蓮
宗
新
聞
』（
昭
和
三
十
二
年
一
月
二
十
日
）
に
は

石
橋
総
理
身
延
へ
参
拝

権
大
僧
正
の
正
装
で
総
理
就
任
報
告

�

こ
の
日
身
延
全
町
の
歓
迎
は
素
晴
ら
し
く
、
戸
々
に
国
旗
と
宗
旗
を
か
ゝ
げ
、
五
連
五
十
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
六
千
人
が
旗
行

列
を
し
て
出
迎
え
た
。

と
、
喜
び
に
わ
く
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
「
石
橋
湛
山
氏
の
総
理
就
任
を
悦
ぶ
」
と
題
し
た
〈
説
苑
〉（
＝
社
説
）
で
す
。『
諸
人
御
返
事
』
の
同
じ
一
節
を
引
用

し
て
、素

よ
り
時
代
も
異
な
り
政
治
形
態
も
違
う
今
日
、
こ
の
ま
ゝ
の
形
態
が
行
わ
れ
る
筈
が
な
い
が
、
要
は
正
し
い
高
度
の
宗
教
に
よ
る

叡
智
と
、
本
仏
の
周
遍
極
ま
り
な
き
慈
悲
と
を
体
し
て
の
政
治
の
行
わ
る
べ
き
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
上
人
首
相
」
で
あ
る
湛
山
の
一
身
に
、
宗
教
と
政
治
の
問
題
が
交
差
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

〈
座
談
会
〉
の
中
で
は
、
坂
本
幸
男
が
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出
家
の
方
が
総
理
大
臣
に
な
っ
て
政
治
を
と
ら
れ
る
と
い
う
の
は
日
本
仏
教
の
特
質
だ
と
思
う
の
で
す
。

と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
当
時
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
、
創
価
学
会
が
政
界
へ
進
出
し
て
参
議
院
に
三
名
当
選
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
望
月

歓
厚
が一

つ
心
配
に
な
る
の
は
、
創
価
学
会
が
そ
う
い
っ
た
面
で
、
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
自
分
の
ほ
う
の
裏
付
け
に
す
る
恐
れ
が
あ

る
。（
笑
）

と
危
惧
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

近
代
世
界
の
政
教
分
離
の
原
則
を
知
悉
し
て
い
た
湛
山
の
脳
裏
に
、
七
〇
〇
年
前
の
日
蓮
聖
人
の
理
想
が
浮
か
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の

表
現
は
異
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

湛
山
自
身
、
当
時
の
国
家
主
義
に
傾
い
て
い
っ
た
日
蓮
主
義
者
に
向
け
た
と
み
ら
れ
る
批
判
的
言
説
を
遺
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

（
以
下
略
）（
戸
田
教
敞
「
石
橋
湛
山
に
み
る
近
代
仏
教
の
特
質
」　
『
石
橋
湛
山
研
究
』
創
刊
号　

二
〇
一
八
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
湛
山
が
七
〇
〇
年
前
の
考
え
方
を
、
そ
の
ま
ま
現
在
に
投
影
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
二
月
、
湛
山
が
岸
信
介
を
破
り
、
首
相
に
就
任
し
た
前
後
の
『
石
橋
湛
山
日
記
』（
み
す
ず
書
房　

二

〇
〇
一
）
に
は
、
実
に
生
き
生
き
と
し
た
「
上
人
首
相
」
湛
山
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

昭
和
三
十
一
年
十
月
九
日
（
火
）
曇

　
　
　

午
後
一
時
米
大
使
館
に
て
ダ
レ
ス
米
情
報
局
長
長
官
の
歓
迎
会
を
開
く
。

　
　
　

午
後
三
時
半
す
ぎ
、
列
車
に
て
身
延
に
向
う
（
略
）

　
　

昭
和
三
十
二
年
一
月
六
日
（
日
）
晴

　
　
　

朝
早
く
水
口
屋
発
。
身
延
に
参
拝
、
権
大
僧
正
に
叙
せ
ら
る
。
法
主
よ
り
法
衣
を
贈
ら
る
。

　
　

同　

一
月
十
六
日
（
水
）
晴



「教化学研究14」2023. 3 8

　
　
　

�

十
時
官
邸
に
て
ア
リ
ソ
ン
氏
と
会
見
、
仝
氏
離
任
の
あ
い
さ
つ
。
合
せ
て
防
衛
予
算
に
つ
き
米
側
見
解
の
展
開
あ
り
、
趣
旨
に
お

い
て
私
に
異
議
な
し
と
答
う
。
そ
れ
よ
り
前
、
九
時
、
防
衛
庁
に
お
い
て
中
国
軍
事
部
の
来
訪
を
受
く
。

　
　
　

午
後
一
時
、
岸
外
務
、
池
田
大
蔵
両
相
と
防
衛
問
題
に
て
打
合
せ
。
…
…

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
の
ダ
レ
ス
（
一
八
八
八
─
一
九
五
九
）
と
の
会
合
か
ら
身
延
山
久
遠
寺
へ
向
か
う
湛
山
の
姿
に
、

か
つ
て
「
国
の
た
め
に
尽
す
（
略
）
宗
教
界
に
せ
よ
、
政
治
界
に
せ
よ
」
と
述
べ
た
湛
山
の
面
目
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

鎌
倉
幕
府
へ
『
立
正
安
国
論
』
を
奏
進
し
、
政
治
の
中
心
地
鎌
倉
の
街
を
往
来
す
る
生
き
生
き
と
し
た
日
蓮
聖
人
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
座
談
会
〉
で
、
望
月
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

石
橋
先
生
が
宗
教
家
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
経
済
家
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
将
来
国
政
を
担
当
す
る
上
に
お
い
て
、
三

具
足
と
い
う
か
、
宗
教
・
経
済
・
政
治
の
三
つ
そ
ろ
っ
た
、
い
い
適
当
な
お
方
で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
あ
り
ま
す
。

望
月
に
つ
づ
い
て
、
後
に
増
上
寺
に
入
る
椎
尾
辨
匡
は
湛
山
に
期
待
し
て
発
言
し
て
い
ま
す
。

�

私
は
こ
の
真
髄
は
日
蓮
聖
人
以
上
に
今
度
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
日
蓮
聖
人
は
逆
境
に
あ
っ
て
そ
れ
を
実
際
に
現
わ
す
こ
と
は

で
き
か
ね
て
い
た
の
で
す
か
ら
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
こ
れ
は
宗
派
を
こ
え
て
全
仏
教
が
や
る
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ん
と
う
の
宗
教

が
世
界
的
に
出
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
け
る
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ほ
ん
と
う
の
宗
教
と
い
う
も
の
は
仏
教
の
過

去
の
形
を
打
ち
破
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
か
ら
…
…
。（
略
）
こ
う
い
う
考
え
で
、
も
っ
と
強
い
日
本
仏
教
が
で
き
、
ま

た
全
世
界
の
真
の
平
和
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
湛
山
の
総
理
就
任
へ
の
期
待
は
、
今
日
で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

日
蓮
聖
人
は
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
っ
て
佐
渡
へ
流
罪
さ
れ
た
と
き
、
弟
子
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
り
ま
し
た
。

　
　

�

法
華
経
を
余
人
の
読
み
候
は
、
口
ば
か
り
、
言
葉
ば
か
り
は
読
め
ど
も
心
は
読
ま
ず
、
心
は
読
め
ど
も
身
に
読
ま
ず
、
色
心
二
法
共
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に
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
こ
そ
貴
く
候
へ
。（『
土
籠
御
書
』　

定
遺
五
〇
九
頁
）

　
『
法
華
経
』
に
は
、
教
え
を
社
会
で
実
践
す
る
も
の
は
迫
害
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
迫
害
を
受
け
る

人
は
稀
で
す
。
そ
の
点
、
湛
山
は
戦
争
中
に
は
官
憲
に
よ
る
圧
力
に
悩
ま
さ
れ
、
戦
後
は
占
領
軍
に
よ
っ
て
公
職
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
石

橋
湛
山
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
危
機
的
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
社
会
的
な
責
任
の
あ
る
様
々
な
立
場
で
実
践
し
た
人
と
い
う
意
味
で

近
現
代
の
日
蓮
宗
の
中
で
実
に
希
有
な
宗
教
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、『
創
価
学
会
へ
の
教
学
的
批
判
』（
中
濃
教
篤
編　

東
成
出
版
社　

一
九
六
四
）「
ま
え
が
き
」（
中
濃
教
篤
）
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
新
興
宗
教
、
と
く
に
創
価
学
会
に
つ
い
て
は
、
仏
教
界
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
文
化
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
は
て
は
政
党
、

労
働
組
合
ま
で
強
い
関
心
を
抱
く
に
い
た
っ
て
い
る
。

そ
の
熱
狂
的
な
信
仰
と
団
結
、
他
教
を
邪
教
と
し
て
排
除
す
る
態
度
（
略
）、
信
者
が
票
集
め
に
狂
奔
す
る
模
様
、
ど
れ
を
と
っ
て

見
て
も
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
動
き
で
あ
る
。

こ
れ
が
仏
教
団
体
の
一
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
？　

政
治
と
宗
教
と
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？　

…
…

中
濃
は
同
書
の
「
新
興
宗
教
と
創
価
学
会
」
の
中
で
は
、

衆
院
進
出
（
略
）
で
完
全
に
創
価
学
会
は
政
党
と
な
り
、
宗
教
と
し
て
の
純
粋
性
を
捨
て
去
っ
た
こ
と
に
な
る
。（
略
）

い
ず
れ
に
せ
よ
創
価
学
会
の
衆
院
進
出
、
政
党
化
は
、
宗
教
団
体
と
し
て
は
全
く
邪
道
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
思
い
返
し
ま
す
と
昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
の
日
蓮
宗
一
般
の
考
え
方
は
大
体
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
中
濃
は
の
ち
に
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
に
就
任
し
ま
す
。『
日
蓮
宗
の
近
現
代
』
中
の
年
表
に
湛
山
の
記
述
が
な
い
わ
け

は
政
治
と
宗
教
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
延
長
上
で
は
、
石
橋
湛
山
へ
の
言
及
は
避
け
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
座
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談
会
で
望
月
歓
厚
が
「
上
人
首
相
」
に
つ
い
て
、「
一
つ
心
配
に
な
る
の
は
、
創
価
学
会
が
そ
う
い
っ
た
面
で
、
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と

い
う
自
分
の
ほ
う
の
裏
付
け
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
危
惧
し
た
こ
と
も
影
響
し
た
で
し
ょ
う
。
私
自
身
も
経
験
し
た
創
価
学
会
批
判
と

左
翼
に
よ
る
体
制
批
判
と
い
う
昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
の
嵐
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
石
橋
湛
山
は
異
質
な
存
在
と
し
て
視
野
の
外

へ
と
追
い
や
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
を
経
て
地
域
社
会
を
支
え
て
き
た
お
寺
が
衰
退
し
、
旧
統
一
教
会
と
政
界
の
公
共
の
利
益
に
反
し
た
関
係

が
浮
上
し
て
い
ま
す
。「
政
治
と
個
人
の
間
を
媒
介
し
、
社
会
や
民
主
主
義
を
支
え
る
政
党
や
宗
教
団
体
な
ど
の
『
中
間
的
集
団
』
が
地

盤
沈
下
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
」（『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
七
日
）
と
い
う
櫻
井
義
秀
・
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
（
宗

教
社
会
学
）
や
、「
宗
教
が
公
共
的
な
関
心
か
ら
政
党
へ
の
関
係
を
築
く
『
公
共
宗
教
』
と
い
う
考
え
方
が
参
考
に
な
る
」（
同
上
）
と
い

う
島
薗
進
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
（
日
本
宗
教
史
）
の
考
え
方
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
激
動
の
時
代
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
政
治
家
、
そ
し
て
時
代
に
即
応
し
た
宗
教
者
と
し
て
生
き
た
石
橋
湛
山
の
言
動
に
学
び
、
宗
教
と
政
治
、
社
会
と
の
豊
か

な
関
わ
り
を
つ
む
ぐ
こ
と
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
十
一
月
、
私
は
菅
野
龍
清
主
任
と
と

も
に
東
京
都
善
性
寺
に
あ
る
湛
山
の
墓
に
参
り
、
そ
の
お
り
望
月
兼
雄
住
職
か
ら
湛
山
の
法
号
が
認
め
ら
れ
た
白
木
の
位
牌
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
権
大
僧
正
の
僧
侶
と
し
て
で
は
な
く
一
般
人
と
し
て
、
湛
山
は
生
涯
を
全
う
し
た
の
で
す
。

　
『
法
華
経
』「
如
来
神
力
品
第
二
十
一
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
「
僧
房
」
の
人
（
宗
教
者
）、「
白
衣
」
の
人
（
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
）、「
殿
堂
」
の
人
（
政
治
家
）、「
山
谷
曠
谷
」
の
人
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
で
し
た
。〈
座
談
会
〉
で
、
望
月
歓
厚
が
「
法
華
経
は
体

の
出
家
で
は
な
く
心
の
出
家
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
湛
山
は
時
代
の
課
題
に
答
え
よ
う
と
し
た
政
治
家
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
塔
を
起

て
」
る
も
の
、
す
な
わ
ち
真
の
宗
教
者
で
あ
っ
た
と
、
湛
山
五
十
回
忌
に
あ
た
る
今
年
（
令
和
四
年
）、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
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参
照

『
現
代
宗
教
研
究　

五
〇
号
』　
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所　

二
〇
一
六
年
三
月
）　

所
収

　

拙
稿
「
戦
後
七
〇
年　

今
、
よ
み
が
え
る
石
橋
湛
山
」　
「
三
大
誓
願
に
生
き
る　

石
橋
湛
山
の
信
仰
」

『
宗
報
』　
（
日
蓮
宗
）

　

平
成
二
十
七
年
九
月
号
所
収　

拙
稿
「
立
正
安
国
論
の
時
代
に
生
き
て
⑫
」　

平
成
二
十
七
年
十
月
号
所
収
拙
稿
「
同
⑬
」　

平
成
二
十
七
年
十
一

月
号
所
収
拙
稿
「
同
⑭
」　

平
成
二
十
九
年
一
月
号
所
収
拙
稿
「
月
こ
そ
こ
こ
ろ
花
こ
そ
こ
こ
ろ
⑪
」

『
石
橋
湛
山
研
究
』
第
四
号　
（
立
正
大
学
石
橋
湛
山
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
二
年
三
月
）
所
収

　
［
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
］
石
橋
湛
山
と
宗
教　
（
橋
本
五
郎　

三
原
正
資　

望
月
詩
史
）

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
お
寺
を
考
え
る
─
葬
送
を
め
ぐ
り
人
々
は
何
を
期
待
し
、
私
た
ち
は
ど
う
応
え
る
の
か
─
」
中
、「
石
橋
湛
山
の
宗
教
観
」（
滋

賀
管
区
教
師
研
修
会　

二
〇
二
二
年
十
二
月
）




